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「団・隊・班キャンプ実施に関するガイドライン」の制定と
キャンプの実施条件と実施者資格について
　平素はスカウト運動にご尽力をいただきありがとうございます。

　さて、平成２２年に県独自の指導者養成訓練体系が制定され、１年半が経過しました。その間に各種の指導者訓練機関を開設して指導者の資質の向上を図ってきましたが、残念ながらスカウト人口の減少を止めるには至っていません。その原因の一つに、スカウトプログラムの魅力ある展開ができていないことがあります。
　中でも、スカウトたちが最も好きで楽しみにしているプログラムはキャンプです。しかし、その実施レベルは、それを行う隊指導者によってまちまちとなっています。このことは、ボーイスカウトという組織が行うキャンプにおいて、「質」を確保することで、万一事故が発生したときに民事・刑事責任から指導者を保護し、保険に対して適切な執行を求めると同時に、保護者や地域社会に対してボーイスカウトの指導者の位置づけを明確にする等の組織としての責任体制ができていないことでもあります。
　つきましては、その改善に向けて「団・隊・班キャンプの実施に関するガイドライン」を策定しましたので、そこに明記されているキャンプ実施責任者の養成と、その下での下記の「キャンプの実施条件」を満たしたキャンプを実施されるようお願い致します。
【キャンプの実施条件】

①実施計画書が、団会議、団委員会に提出されていること。

②団会議、団委員会の議を経て、団委員長の許可を得ていること。

③事前に、地区コミッショナーに届け出してあること。

④キャンプの実施運営体制が整い、必要なスタッフが確保されていること。

⑤安全体制、避難体制、緊急連絡体制が整っていること。
⑥実施部門のキャンプマネージャーの有資格者がキャンプを運営すること。*

⑦各隊別のキャンプ実施の基本条件を満たしていること。*
　　（*については、「団・隊・班キャンプの実施に関するガイドライン」P.11をご覧ください。）

※上記「キャンプ実施条件」については、平成24年4月1日から適用します。

